
　最近,年を取るのが年々早くなるような気がする｡

1 年は 365 日,時間にすると 8,750 時間,秒にすると

3,154 万秒,今後とも何ら変化はしない｡強いて言え

ば閏年があること｡

　ﾕﾘｳﾑ暦を改暦し,現在のｸﾞﾘｺﾞﾘｵ暦を採用したのはﾛ

ｰﾏ法王となったｸﾞﾚｺﾞﾘｳﾑ 13世である｡採用に際して,

従来の暦のずれを一気に取り戻すため,1582年 10月

4日の次の日を 10月 15日としたため,歴史に空白の

10日間を生じることとなった｡ちなみにｸﾞﾚｺﾞﾘｵ暦で

は 1年を 365.2425日としており,誤差は 3319年に 1

日であり,今度 3319 年に 1 日の狂いが生じるのは西

暦 4902 年と言うことで,当分気にすることなく使用

できる｡

　日本でこの暦が採用されたのは明治 5 年(西暦

1872 年),文明開化のまっ最中,新橋･横浜の鉄道が開

通したのもこの年である｡この採用により 12月 3日

が,明治 6年(西暦 1873年)1月 1日となった｡ここで

も暦の上での空白が生じたが,敢えて採用したことに

より,その後の暦の単純化,継続性となった｡決断の重

さを感じるとともに先達の知恵に敬服する｡

　少資源国日本の将来にとって,食料･ｴﾈﾙｷﾞｰ等の長

期にわたる確保を図る上にも科学･技術の新たな展

開を図ることが必要である｡これには,これまで以上

の努力と英知の結集が求められ,棚ﾎﾞﾀ的要素は何ら

無い｡戦後,世界的にもあまり類のない急速な復興,さ

らには発展をなしとげたことは,日本人特有な忍耐･

努力が根底にあるものの,主体は世によく言われるｷｬ

ｯﾁｱｯﾌﾟの過程であったとも言えよう,ｷｬｯﾁｱｯﾌﾟとは,

お手本,即ち明確な目標があり,それに向けての努力

により,目的をなし遂げる事である｡新たな前進･発展

をはかるには,しっかりした目標をたて,精進する事

が効率的であり,達成度も高い｡大切な事は先ずしっ

かりした目標を持つことである｡これにより努力の

方向･内容が自ずと明確化される｡”一生懸命”とか”頑

張る”は必要条件ではあるが,決して十分条件ではな

い｡

　今から 30数年前,米国の新聞に数mm大のﾓｰﾀ

の開発を目的としたｱｲﾃﾞｱの募集記事があった｡

この時,応募資格は確か 10歳前後までと記憶して

いる｡これが現在実用化されつつある数mm角程度

のﾓｰﾀ,さらには開発の進んでいる”超音波ﾓｰﾀ”,また

原虫のべん毛を利用した”べん毛ﾓｰﾀ”等の開発と関係

があるかどうかは不明である｡現在,種々の科学･技術

の分野においてﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰが望まれているが,これには

これまでの知識･経験の一層の集結を図るとともに,

新たな視線から対応を図ることも,時に必要であ

る事を教えてくれる｡

　ここに挙げた,決断,目標,新たな視線,は何ら目新し

いｷｲﾜｰﾄﾞではないが,いずれも”言うは易し,行うは難

し”である｡とは言え,意識をもってこれからは事に当

たりたいと思っている｡

今後に向けて思うこと
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　わが国では Standard という言葉を専ら標準と和

訳しているが,その内容には二つの流れがあることに

気付く｡第一は,質量,電圧など物理量の標準であって,

測定はその標準によって定められた基本量の何倍に

あ た る か と 言 う 意 識 で 行 わ れ る ｡ 米 国 の

NIST(National Institute 　 of Standards and

Technology)など世界各国の標準研究所や,その国際

的調整役である国際度量衡局(Bureau International

des Poids et Mesures:BIPM)の業務はこうした物理

量標準の維持,活用や改善を責務としている｡量の定

義は神の与え給うた普遍的な自然現象に準拠したも

のに変ってきているとは言え,それを具現するために

は,高度な技術と見識が必要とされる｡

　一方 ,工業製品や通信方式などの規格のことも

Standardと呼び,標準と和訳している例が多い｡素人

が見ると同じ範疇の仕事かと思われ勝ちであるが,内

容やその意義は異なったものであり,これをきちんと

使い分ける必要がある ｡その点 ,JIS(Japanese

Industrial Standard)の正式名は日本工業規格とな

っていて,実体に即した名前となっているが,国際的

規格作りに大きな影響力を有する International

Standardization Organization:ISOを国際標準化機

構 と し ,International Electrotechnical

Commission:IEC を国際電気標準会議としているの

は,必ずしも的を得ていない｡

　産業や通商,情報通信はいまや全地球的,普遍的な

ものとなり,それゆえ,規格は国際的なものでなけれ

ば用をなさないばかりか,地域的,限定的な規格は所

謂非課税障壁として非難されるようになった｡規格

の代表例はﾈｼﾞであり,はじめはﾊｰﾄﾞ規格が先行した

が ,最近は方式や試験方法などｿﾌﾄ規格のみなら

ず,ISO9000 ｼﾘｰｽﾞ,ISO14000 ｼﾘｰｽﾞの様に制度や精

神的な内容も加味した規格も重要視されるようにな

った｡

　因みに,放射線防護計測における実効線量当量関連

量も物理量の規定と言うよりは測定概念の規格化の

色合いが濃厚である｡

　今や,規格を制するものが産業や社会の勝者の

感がある｡産業や通信にとって,死命を制する一面も

ある国際規格への国としての取り組みは予算面でも

体制面でも不十分な面があり,民間ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの協力に

よってかろうじて体面を維持しているのがわが国の

実情と言える｡この様な体制は,国際規格はすべて追

認に終始し,JIS もそのｺﾋﾟｰとせざるを得ないと言う

ことにもなりかねない｡国も国際規格への貢献や立

場の主張が国益に直結することをより一層意識して

もらいたいものである｡特許をはじめとする知的所

有権については,各企業の努力によってｶﾊﾞｰされ得る

が,国際規格については,国としての意見や対応がな

ければ,企業の努力だけでは如何ともしがたい一面が

ある｡

　冒頭において,標準と規格とは違った世界と述べた

が,規格は物理量等の標準やそのﾄﾚｰｻﾋﾞｲﾘﾃｨが機能し

ていることを前提にして構築されていることが多い｡

したがって,国際規格と標準の確立,維持,供給とは底

で繋がっている｡標準の供給体制をも含めた確固た

る体制がないと,国際規格の運用にも支障をきたすの

みならず,輸出など通商に対する影響も懸念される｡

特に,検査や性能評価,校正等に関しては,相互認証制

度の整備が要請され,このことは特に強調される｡

標準の仕事は確かに地味であり,根気のいる仕事であ

る｡そのため,国の仕事の中で標準の仕事は片隅に追

いやられており,あたかも佐渡の朱鷺の如き命運を辿

ろうとしている｡しかも,この血筋が絶えたら国際規

格に係わるお仲間からも外されると言う危機感が希

薄である｡この背景には一見華やかな研究ﾃｰﾏでなけ

れば予算も人員も確保出来ないと言う研究行政の実

情がある｡

　最近,標準のﾄﾚｰｻﾋﾞﾘｲﾃｨ整備の一つの方策として,

計量法が改定され,標準供給に係わる指定校正機関,

認定事業者制度が発足した｡放射線計測協会も放射

線に係わる標準の供給の一翼を担う認定事業者の指

定を受けたが,これら認定事業者等の努力によりこの

制度がより円滑に機能し,前述の心配が杞憂に終わる

ことを祈るものである｡

標　準　と　規　格

成蹊大学工学部　教授　河田　燕



　中国放射線防護学会等主催,IAEA 国際放射線防護

学会(IRPA)等の共催による｢原子力と環境｣をﾃｰﾏと

した国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ(International Symposium on

Nuclear Energy and the Environment,'96NEE)が

中国の北京市内で 10月 14日～18日に開催された｡

会場は北京市内北西部,北京動物園近くの中苑賓館

(Central Garden hotel)で,外国参加者の宿泊所でも

あり,開店後約 5 年,21 階建の近代的なﾎﾃﾙである｡こ

のｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑに 20 ｶ国から約 300名(日本から 8 名)の

参加があった｡

　会議の進行は,初日(14 日)午前中,大ﾎｰﾙで開会式と

招待講演が行われ,その後,2 か所のﾙｰﾑに分かれての

研究発表を中心に,ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ,中国原子能科学研究

院等の施設訪問も実施され,最終日(18日)のｸﾛｰｼﾞﾝｸﾞ

ｾｯｼｮﾝで無事終了した｡発表は原子力発電政策と環境

保護,PA 関係,環境放射線ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ,核実験の環境状況

(ほとんどがﾁｴﾙﾉﾌﾞｲﾘ事故関係であった｡)等 11 ﾃｰﾏに

ついて,開催国中国をはじめ,米,英,独,仏,伊,韓国,ｳｸﾗｲ

ﾅ,白ﾛｼｱ,ｴｼﾞﾌﾟﾄ等から活発な研究発表が行われた｡た

だ,ﾛｼｱ,ｷｭｰﾊﾞ,東欧諸国をはじめ幾つかの国からの参

加がｷｬﾝｾﾙになったのが残念であった｡日本からの発

表は,原研から5件,九州環境管理協会から1件であっ

た｡

　招待講演では,ICRP の委員長である R.H.Clarke

氏から ICRP の歴史,各委員会の役割,勧告について

の報告,UNSCEAR の Bennett 氏から,UNSCEAR

1993　ﾚﾎﾟｰﾄを引用して,核燃料ｻｲｸﾙ施設からの放射

性物質の放出が減少傾向にあるという報告,中国原子

力工業総公司の藩氏は,原子力発電の方が火力発電に

比較して,炭酸ｶﾞｽの発生も少なく,また放射線のｲﾝﾊﾟ

ｸﾄも小さいため,原子力発電の拡大が必要であること

を強調していた｡この中で,中国のｴﾈﾙｷﾞｰ政策は,化石

燃料の公害も無視できなくなっており,12 億の国民

の生活水準向上のためにも原子力発電推進の熱意が

伝わってきた｡確かに北京市は高層ﾋﾞﾙの建設,車のﾗｯ

ｼｭが見られ,今後の高度経済成長の兆しが感じられ,

中国が将来の世界のｴﾈﾙｷﾞｰ事情の鍵を握っているこ

とは,まぎれもない事実である｡

　今回のｼﾝﾎﾟｼﾞｭｰﾑを総括すると,全体的に,原子力ｴﾈ

ﾙｷﾞｰの方が化石燃料よりも環境汚染が少なく,地球温

暖化防止に役立つことが明らかであるという考えを

基調とするものであった｡ｸﾛｰｼﾞﾝｸﾞｾｯｼｮﾝは次の骨子

でまとめられた｡

①原子力からの被ばく線量は,非常にわずかである｡

②原子炉のｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄは避けることができるもの

である｡地球上に天然資源は十分有るわけではない

ので,これを枯渇させないで原子力を利用することが

次世代への義務である｡③放射性廃棄物管理は重要

な問題であり,処理,貯蔵,再取り出しに関する R&D

が必要である｡原子力施設の解体は困難な課題では

なく,費用の問題である｡④ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｱｸｾﾌﾟﾀﾝｽについて

は,公衆の教育,社会での討論を進めることが重要で

ある｡

　中国は食文化の最たる国であり,滞在中は出来るか

ぎり本場の中国料理に挑戦した｡食に関する話を一

つ紹介すると,精華大学核能技術設計研究院へ訪問し

た時,食堂でそこでのﾛｰｶﾙ食と思われる昼食をご馳走

になった｡私の隣席のﾌﾗﾝｽ人が肉,魚の皿が出てくる

毎に,私に｢何の肉か?｣と質問しては食していたが,私

も見当がつかない物が多く,｢鳥のようである｣(鶏で

はない)とか｢川魚の一種である｣(鯰?)と答えるしか

なかった｡豚の耳の姿煮が出てきたときは,彼は箸を

つけなかったが,蛙が出てきたときは一見するなり

｢Frog!｣といって盛んに食べたのに反し,同ﾃｰﾌﾞﾙにい

たﾛｼｱ系の 2人は,出された料理(約 10品)はほとんど

食べなかった｡中国料理の材料の多様性には驚かさ

れる｡

‘９６ＮＥＥに参加して

日　本　原　子　力　研　究　所

保健物理部　放管第３課長　中村　清宣



　日本原子力研究所では,昭和 60年 3月 31日に内閣

総理大臣及び運輸大臣が定めた｢日本原子力研究所

の原子力船の開発のために必要な研究に関する基本

計画｣に基づいて,平成 4 年から原子力船｢むつ｣の解

役作業を進めてきており,平成7年7月に,その主要作

業が全て終了した｡

　我が国初の原子力を動力源とする船舶として,

｢むつ｣は種々な紆余曲折を経て,平成 3年 2月 14日

に｢核原料物質,核燃料物質及び原子炉の規制に関す

る法律｣及び｢船舶安全法｣に基づく所要の検査に合

格し,原子力船として承認を得ている｡その後,4 回の

洋上試験と 4回の実験航海を行い,この間に原子動力

により約 82,000km(地球を約 2 廻り)航行し,種々の

海洋環境下で原子炉の運転ﾃﾞｰﾀを収得する等,貴重な

ﾃﾞｰﾀを蓄積すると共に,国産技術で開発した原子力船

の諸性能を確認した｡これらのﾃﾞｰﾀは,その後,解析･

評価を加えて一部は当研究所で行っている新型船舶

用原子炉の研究開発等に活用されている｡

　解役工事は,全工程を3段階に分け,第1段階では原

子炉からの燃料体取出し等,第 2段階では原子炉補機

室等の機器類撤去,第 3 段階では原子炉室の一括撤

去･移送を行った｡｢むつ｣の一般配置を第 1図,原子炉

廃止措置の概要を第 2図に,解役工事等工程表を第 1

表に示す｡

　第1段階の作業は,実験航海を終了した後,約1年間

使用済燃料を冷却し,平成 4 年 9 月から準備を行い,

平成 5年 11月に燃料体等の取出しを終了した｡燃料

体の取出しに当っては,未経験の作業であったため,

予めﾓｯｸｱｯﾌﾟ試験設備を用いて機器の作動確認と作

業員の訓練を十分に行った｡

　第 2 段階の作業は,原子炉一次冷却系,浄化系等を

納めた原子炉補機室等の機器類の撤去を行うもので,

平成 5年 11月に開始し,平成 6年 12月に終了した｡

ここで撤去した放射性固体廃棄物の

管理は,先行していたJPDRの物量管理ｼｽﾃﾑを参考に

して実施した｡

　第 3段階の作業は,平成 7年 2月の原子炉室の陸上

への移送準備に始まり,同年 5 月 10 日に関根浜港外

において船体を半潜水式ﾊﾞｰｼﾞに上架し,関根浜港岸

壁において船体の切断に入り,同年 6 月 22 日に我国

最大の海上ｸﾚｰﾝ(最大吊上げ能力 4,100 ﾄﾝ)を用いて

原子炉ごと原子炉室を一括して吊上げ,陸上に建設し

ておいた保管建屋に移送し保管した｡原子炉室を撤

去した｢むつ｣の船体は,同年 6 月 30 日に海洋科学技

術ｾﾝﾀｰに引渡し,その後,大型海洋観測研究船として

活用するため,改造作業が行われている｡｢むつ｣上架,

曳航作業の状況を写真 1に,海上ｸﾚｰﾝによる移送作業

の状況を写真 2に示す｡

　原子炉室を収納した保管建屋は,平成 8 年 7 月 20

日に,一般科学技術に関する展示も行う｢むつ科学技

術館｣として開館した｡｢むつ科学技術館｣

の外観を写真 3に示す｡

　本解役工事に当っては,原子炉の廃止措置方式とし

て原子炉を遮蔽体と合わせて原子炉室毎一括撤去す

る撤去隔離方式を採用した｡この方式は,(1)船体の再

利用,(2)解役工事に要する期間の短縮,(3)作業従事者

の放射線被ばく低減及び(4)放射性廃棄物発生量の低

減等の観点から採用したものである｡

今回の解役工事に係る作業員の集団実効線量当量は

63.2人･mSvであり,事前に予測した計画集団実効線

量当量を大きく下まわっている｡また,放射性固体廃

棄物の発生量は,ﾄﾞﾗﾑ缶で約 600 本であり,推定発生

量の 1,000 本(ﾄﾞﾗﾑ缶換算)に比べ十分少なく,貯蔵能

力に比べても十分余裕のある値となっている｡こう

した結果は,いずれも当初の計画の妥当性をうら付け

るものとなっており,当研究所がこれまでに蓄積した

解役関係のﾃﾞｰﾀが信頼できるものであることを証明

するものである｡

原子力船「むつ」の解役

日本原子力研究所

安全管理室長　足立　守





　月日が経つのは速いもので,小生が当協会にきて

｢はかるくん｣を使用する人と電話や手紙,および記録

ﾉｰﾄの感想欄への質問への質疑のやりとりを始めて

からもう数年が経ってしまった｡放射線を職業とし

ている我々と,初めて放射線なるものに接する一般の

方のとらえ方には,予想以上の隔たりがある｡

｢はかるくん｣の使用者は成人層が最も多いが,小学生

もいるし大学の先生もいる｡｢はかるくん｣使用目的

も様々で,単に自然放射線を測定したい,ということ

から原子力利用,環境問題の一環として放射線を考え

たい,夏休みの自由研究に使いたい,授業に使いたい,

と広範囲で質問･意見も様々｡中には”○○の問題に

ついて貴協会の見解を知りたい”というのもある｡返

事も内容が幅広くなり,単に自然放射線のみならず,ｴ

ﾈﾙｷﾞｰ問題や原子力発電の安全性など当協会の守備

範囲を超えるものも多数あり,”当協会の関知するこ

とではありません”ともできず,”この件は○○に問い

合わせられるのがよろしいです,電話･所在地は-“と

せざるを得ないことも多い｡

　｢放射線や放射能を一般の方がどのように思って

いるか｣についてまとめたいと思っているが返事に

忙殺されていまだできず,ここに幾つかを紹介する｡

　今までに”｢はかるくん｣の表示は 1cm 線量当量か”

という質問が 1 回あったが,これは大学の先生｡多い

のは小学生の子に”放射線とは何か,どのような作用

があるか,どうしてｶﾞﾝや白血病になるかそのﾒｶﾆｽﾞﾑ

を小学生の子に教えたいので判り易い資料を送って

呉れ”など｡前者は“yes”で良いが,後者には困ってし

まう｡

原子は中心に原子核があり周りを電子が回っていて

－,原子核の構成によっては核が不安定で放射線を放

出して,自らは安定な核に－,放射線に当たると電子

が電離や励起を起し,次いでDNAの塩基が損傷し－,

などの月並みな説明はもちろんだめ｡1本のﾋﾓを半分

にして,また半分にして－これを繰り返すと最後はど

うなるか,物質の基本単位的なものを昔の人はどう考

えたか,ということから始まっての小中学生対象の資

料作成に取りかかったけれど書き方が難しくて”済

みませんがまだできていません,資料を送りますから

ご両親様から説明してやって下さい”の段階｡

“｢はかるくん｣の表示値が変わってどの数値が本当

だか判らない,使いものにならない,もっと安定なﾒｰﾀ

を貸して呉れ”などの注文も当然ながら多い｡”原子核

の崩壊はﾗﾝﾀﾞﾑだから｢はかるくん｣のような 60 秒測

定のﾒｰﾀでは大きい変動があるのは当然ですよ,一つ

変動の大きさを観察してみたらどうですか”など簡

単な返事ができるような人はほとんどいない｡”どの

値が本当の値か判らない”という一質問者の職業に

｢教員｣とあったので小学校の先生かなと思い,念の為

に昼間奥さんに”ご主人はどの学校の先生ですか”と

電話で聞いたら”高校の理科です”と云われ,”ｱｱ,確認

してよかったな,これでﾒﾝﾂを潰すような返事を書か

なくても済む,それにしてもどのような返事にしよう

かな,困ったな”｡

　いろいろな質問を受けてもどのような内容の返事

をしたら良いかは相手によりけり｡電話で何げなく

話をして返事の内容を決めざるを得ないが,夫婦共働

きで勤務時間中に連絡とれないことがほとんど｡し

「はかるくん」あれこれ（その１）

～～どれが本当の値なの？～～
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かし,これは一般への PR 活動にはつきもののことだ

から－｡

　｢はかるくん｣の使用者に多いことは,場所 Aで 2～

3回測定し,場所Bでも同様な測定してAとBを比較

されてしまうこと｡｢表示値は変動しているから,数回

の測定結果を簡単に比較して高いとか低いとか考え

られることはないだろう｣は,我々の考え｡ほとんどの

人は簡単に比較してしまう｡比較するだけなら良い

けれども,”自宅が友人の家より非常に高かったので

(友人宅 0.04,自宅0.06前後,測定数が少なくて高低の

判定不能),自宅に住んでいることが自分も,特に子供

を考えると不安で不安でたまらない”となると早急

な対応が必要｡このことが高ずると,”発電所から○○

ｷﾛと,もっと近い場所の△△ｷﾛの場所で測定したら○

○での測定値よりも近い△△での測定値が低かった,

こんなｲﾝﾁｷなﾒｰﾀｰ－,測定する気が失せた,こんな物

を国民に貸している組織が日本に存在することが悲

しい－云々”となったり,逆に”遠い○○よりも近い△

△のほうがやはり高かった,かねてから発電所はｳｿを

ついていると云われていますが,お陰様で放射能洩れ

がないとはｳｿであることが実証できました,Thank

you very much”となってしまう｡このようなことへ

の返事は優先せざるを得ないので,自然放射線につい

ての返事が後回しになってしまうことが多い｡

　しかし,このようなことばかりではない｡”表示が同

じ場所でも変動するので,何回の測定の平均値をとっ

たらどのくらいの正確さで測定できるかを調べまし

た,先ず連続 2,000回測定を 30回繰り返し,この多数

回測定の平均値が仮りに正しい値として 10 回,20

回,30 回測定の場合は誤差がどのくらいになるか観

察してみました”｡これは福島県のある年配の方｡大

地からのγ線ﾚﾍﾞﾙと 60 秒という｢はかるくん｣の測

定時間から,およその変動の大きさが判っている我々

には想像できない観察｡脱帽するだけでは済まされ

ないので”何か努力賞としてあげられるものはない

かな”｡

　最近多いのは”電磁波(紫外線以上の長い波長のも

の)を測定できるﾒｰﾀをぜひ貸して欲しい”という要望｡

雑誌が書きたてているためらしい｡



　今まで他人ごとのように考えていた海外研修に上

司から話があったときは非常に嬉しく思った。

　団員の構成は,原研,理研,分析ｾﾝﾀｰ,日本ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾃｸ

ﾉﾛｼﾞｰ,原子力ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ,高度情報科学技術研究機構,

そして放射線計測協会からなる計 16 名｡研修の目的

は次のとおり。

　1.科学技術研究開発における視野の拡大

　2.業務遂行上の参考とするための調査

　3.業務の国際化に柔軟に対応できる職員養成

の一環

　4.他法人職員との意見交換

　海外の原子力施設と歴史的に代表される観光地を

見学し,個人ではなかなか経験できない素晴らしい

14 日間の研修だった｡日程は 10 月 2 日に出発し,原

研ｳｨｰﾝ事務所,IAEA,ﾊﾟﾘを経てﾏﾙｾｲﾕ郊外のｶﾀﾞﾗｯｼｭ

研究所,ﾆｰｽを経てｽｲｽはﾁｭｰﾘｯﾋのﾎﾟｰﾙｼｪﾗｰ研究所,ﾄﾞｲ

ﾂはﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌ郊外のﾕｰﾘｯﾋ研究所,ｹﾙﾝを経てﾛﾝﾄﾞﾝ郊

外のﾗｻﾞﾌｫｰﾄﾞ研究所,並びにｶﾗﾑ研究所,最後に日本大

使館を訪問し帰国というﾙｰﾄ｡

　その間に燃料破損に関すること,加速器,高温ｶﾞｽ炉,

核融合などの説明並びに施設を見学をし,ﾃｷｽﾄでは知

り得ない貴重な経験をさせていただきました｡

　振り返って特に印象深い街は｢芸術と音楽の都ｳｨｰ

ﾝ｣｡貴族趣味的なこの術には｢研修｣という機会がな

ければ訪れることはないと思っていた｡

ｳｨｰﾝの街はｺﾝﾊﾟｸﾄな中に豪華さを兼ねそなえた不思

議な都市であった｡驚くほどある記念碑や宮殿,公園｡

あるいは,世界中のあらゆる時代の芸術品や工芸品を

集めた博物館や美術館｡しかも,それらは限られた地

域に集中しているので,あれもこれもと見ることがで

きる｡

　ｳｨｰﾝ到着後原研ｳｨｰﾝ事務所長の寺田氏と椎名氏が

ｳｨｰﾝの居酒屋でWelcome Partyを開いてくれた｡ﾊﾞｲ

ｵﾘﾝとｱｺｰﾃﾞｨｵﾝを持った初老の奏者の演奏を聴きな

がら飲んだ地酒のﾜｲﾝは格別だった｡その奏者に戦後

のｳｨｰﾝを舞台として作られた映画｢第 3 の男｣をﾘｸｴｽ

ﾄした｡この映画は今から 50 年前に作られたもので,

映像は白黒,音楽もﾉｲｽﾞ混じりだったが,ここで聞い

た生演奏は新鮮で,まるで自分が映画の世界へ入り込

んでしまった様だった｡出発前に｢第 3の男｣を 2度見

てこの研修に備えた私にとっては｢超感激!｣で時差

ぼけの｢脳｣に｢喝!｣が入った｡

　翌日ｳｨｰﾝ事務所の椎名氏の配慮によってｵﾍﾟﾗを観

劇することができた｡配られたﾁｹｯﾄを見ると桟敷席

の一番前｡ﾜｸﾜｸしながら席に着いて驚いた｡｢舞台が

みえな～い!?｣｡私の席は舞台に対して 90度を向いて

おり,舞台は近いが片隅がかくれてしまう｡桟敷席は

1.5坪ほどで 1列目 3人,2列目 2人,3列目 1人の計 6

人｡2列目 3列目の人は立ってのぞき込まなければ何

も見えない｡後でこの｢桟敷｣について調べてみると,

たいていのｵﾍﾟﾗﾊｳｽは馬蹄型の平戸間席とそれを取

り囲む数層の桟敷席からなっていて,これはｵﾍﾟﾗﾊｳｽ

が宮廷の庇護の下にあった時代の階級社会が生み出

した形らしい｡桟敷席は貴族専用で,平戸間席の前の

方ほど身分の低い者が座ったという｡しかも 6 人掛

けの桟敷ﾎﾞｯｸｽの中で貴族達は必ずしもずっと舞台

に熱中していたわけでなく,彼らはおしゃべりや恋の

さやあてに一生懸命で,お気に入りの歌手が登場する

と舞台に注目するといったあんばいだった｡だから

必ずしも日本のｺﾝｻｰﾄﾎｰﾙのようにどこからでも舞台

をまんべんなく見渡せる必要がなかった｡ｵﾍﾟﾗを観

劇するのは初めてだったが,舞台はｼﾝﾌﾟﾙで登場人物

も少なく,もちろんｽﾋﾟｰｶｰも使用しない｡自分の喉と

伝統に強い自信があると感じた｡なにはともあれ,文

化遺産ともいえる国立ｵﾍﾟﾗ座に接し,私も貴族になっ

た気分を味わうことができた｡

欧州科学技術調査研修団に参加して

(財)放射線計測協会
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　翌日,女帝ﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱがﾊﾟﾘ郊外のﾍﾞﾙｻｲﾕ宮殿を意識

して作ったというｼｪｰﾝﾌﾞﾙﾝ宮殿を見学した｡｢美しい

泉｣という名をもつこの宮殿はﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱが好んだと

いうﾊﾟｽﾃﾙ調の｢ﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱ･ｲｴﾛｰ｣に包まれた1,441部

屋もある壮大なﾊﾞﾛｯｸ様式の宮殿｡

見学できたのはその中のわずか 39 部屋｡とは言うも

のの,最後の 39 部屋目を見るときにはみんな足腰が

ｶﾞｸｶﾞｸになってしまった｡ｶｰﾙ 1 世が退位の文書にｻｲ

ﾝしたという｢青い中国の間｣,現在でも国賓の接待に

用いられる｢大ｷﾞｬﾗﾘｰ｣,ﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱが未亡人となった

ときに暮らしていたという美しい｢漆の間｣など,どれ

もが美しいﾛｺｺ調の装飾となていた｡中でも圧巻だっ

たのは｢鏡の部屋｣｡ﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱはﾓｰﾂｧﾙﾄの才能を高く

評価し,よく宮廷のこの部屋に招いてはﾋﾟｱﾉ演奏会を

開いたという｡その時のﾓｰﾂｧﾙﾄはわずか 6 歳だった｡

｢ﾋﾟｶﾋﾟｶの～1 年生～♪｣が観衆の前で演奏し大喝采

を受けたという｡さすが｢天才｣といわれる由縁が分

かる｡

　ﾊﾟﾘからﾏﾙｾｲﾕへ移動する際にはﾌﾗﾝｽの誇る新幹線

｢TGV｣に乗ることができた｡始発駅のﾘﾖﾝ駅に入ると

改札というものがない｡

列車を利用する人以外も自由にﾎｰﾑに入り TGV をﾊﾞ

ｯｸに記念写真を撮ることができる｡

昨年ﾊﾟﾘではﾃﾛが多発したというが,警備が厳重にな

った様子もなく無防備な感じがした｡

　最終目的地のﾛﾝﾄﾞﾝではﾛﾝﾄﾞﾝに赴任している友人

と会い,残り少ない研修の自由時間を私と當波氏,友

人とそのまた友人夫妻と過ごすことができた｡人気ﾐ

ｭｰｼﾞｶﾙ｢ﾐｽ･ｻｲｺﾞﾝ｣を観て泣き,その後食事をし,｢ｱｲﾘｯ

ｼｭ音楽｣を聞かせてくれるというﾊﾟﾌﾞへ行った｡この

音楽は,ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞとｲｷﾞﾘｽの民族的な音楽が交じり合っ

たというｷﾞﾀｰやﾊﾞｲｵﾘﾝを中心とした不思議な音楽だ

った｡ﾛﾝﾄﾞﾝをﾃﾑｽﾞ川沿いに南西へ数ｷﾛ来たこのﾊﾟﾌﾞ

はﾛﾝﾄﾞﾝ市内に比べると値段が安く,気軽に飲むこと

ができた｡

市内では列を成していたﾀｸｼｰもここでは見かけるこ

とが少なく,友人がﾊﾟﾌﾞを出たところにたむろしてい

た黒人と何やら交渉してくれた｡どうやら 10 ﾎﾟﾝﾄﾞ

で私達をﾎﾃﾙまで送ってくれる!?という話らしい｡交

渉が成立し,車に乗るとﾏｲｸﾀｲｿﾝの様な体格の黒人がﾎ

ﾃﾙまで送ってくれた｡酔いが覚めるとぞっとする話

だが,こちらではよくある話らしい｡

　一泊しかできない街も多かったがどこもが素晴ら

しい街だった｡ﾏﾙｾｲﾕは治安が悪いと聞いていたが本

当なのだろうか?夕暮れ時に一人でｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞをして

いる若い女性を多く見かけた｡

　ﾆｰｽは雨に降られたが,ﾊﾜｲの現代的な高層ﾋﾞﾙや右

を向いても左を向いても日本人という雰囲気とは一

味違う落ち着いたﾘｿﾞｰﾄ地だった。ｽｲｽのﾁｭｰﾘｯﾋでは

ﾎﾟｰﾙｼｪﾗｰ研究所の食堂で,｢ｼｪﾌのｵﾘﾝﾋﾟｯｸ｣で金ﾒﾀﾞﾙを

取ったというｼｪﾌのﾗﾝﾁをいただいた｡

　ﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌではﾀﾞｲﾅﾐｯｸなﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄやｿｰｾｰｼﾞ,飲んで

も飲んでも次から次へとﾊﾞｰﾃﾝが出してくるﾋﾞｰﾙを

競いあって飲んだ｡ﾛﾝﾄﾞﾝの友人と飲もうと密かに持

参した日本酒も結局ﾛﾝﾄﾞﾝの地を踏む前に飲んでし

まった｡

　研修に参加したﾒﾝﾊﾞｰは皆愉快でつい食前酒も進

んでしまった｡毎日がこんな生活だったら何と素晴

らしいことだろう｡‥‥‥が,子どもに会えないのも

さびしい｡好きなﾃﾆｽもやりたい｡職場の皆にも迷惑

をかけてしまう｡やっぱり日本に帰ろう……｡

　順序が逆ではあるが,研修へ参加することが決まり,

準備段階として東京本部で 4 回の打ち合わせを行っ

た｡まずは欧州のどの研究所を訪問するかつぎの打

合わせまでの宿題となる｡原子力関係でも有名なも

のから小さい研究所までたくさんある｡有名な研究

所であってもそれがどこにあるのか,何を専門に研究

しているのか意外と知る人は少ないと思う｡ﾛｰﾃｰｼｮﾝ

が不便な研究所を希望するとｽｹｼﾞｭｰﾙが厳しくなっ

てしまうし,また素直に訪問先が受け入れてくれると

も限らない｡訪問先が決まればその研究所のﾃﾞｰﾀを

作成し,いくつかの質疑を英文で用意しておかなけれ

ばならない｡本部の鈴木守団長は全体の取りまとめ

でお世話になった｡そのほか,副団長,添乗,訪問先へ

の土産担当,記録,会計,総務と担当を割り振りそれぞ

れの役割を果たしてゆく｡當彼氏は会計を引き受け

てくれたが,国によって為替が異なるため毎晩神経を

すり減らしていた｡

　訪問先で施設の概要説明や見学をした際には緊張

したが,誰もが笑顔で迎え入れてくれ,そのたびに緊



張や疲れもほぐれていった｡研修なかば頃には移動

日がかさなり,体力的につらい日もあったが,今とな

ってはそれも楽しい思い出となっている｡この研修

に参加し,各研究所で会得したこと,体験したことを

今後の仕事の面で有意義に活用したいと思う｡また

機会があれば今度は｢家族との海外研修｣として私が

ｶﾞｲﾄﾞ役となり再度この地を訪れ,妻や子どもに同じ

感動を与えたいものと思っている｡

国立オペラ座の

　　　　桟　敷　席

ｳｨｰﾝ市立公園

ﾖﾊﾝ･ｼｭﾄﾗｳｽⅡ世像の

前にて研修団全員

　前列右から 3人目筆者

　後列右から 4人目筆者

編　集　後　記

　ややもすると固い内容になりがちな本ﾆｭｰｽを多くの関係

者に目を通して頂きたく,今回は協会外の方々にも原稿をお

願いし編集することが出来ました｡今後共ご意見やら,ご投稿

をお願い出来れば幸せです。
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以上研修地での,文化,芸術,歴史等の面につい

ての感想を思いつくまま述べさせて頂きまし

た｡

業務上の報告は別の機会に記述させて頂くこ

ととして,今回多くの関係者の皆様にお力添を

頂いたことに,心からお礼を申し上げます｡


